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◆アイデアの内容
　⑴ 製品アイデアの名称と製品概要

（２）解決したい課題や製品アイデアを考えたきっかけ

名　称
【どのような場面で活躍する製品ですか ?】
　　多忙な看護師さんの、作業負担を減らすプロダクト点滴

は痛い針を長時間体内に刺すという行為。患者さんにとっ
ては、大きな負担。その痛みに耐えきれず、自分で針を抜
いてしまうことだってあります。この行為（= 自己抜去）
を減らすために、活躍する製品です。自己抜去に伴う、追
加作業を減らすことができます。

【どのような機能がある製品ですか ?】
　❶ がっちり固定�一部幅広の平面を取り入れることで、
　　　　　　　　　皮膚との設置面積を広げ、安定した固定
　　　　　　　　　ができる
　2 逆流防止機能
　3 皮膚トラブルの予防

【気づき : 忙しい看護師さんの負担が大きくなる瞬間は、予測できない出来事に遭遇したとき】
　業務内で予期できない出来事が発生することは、看護師さんにとって体力的にも精神的にも負
担が大きいこと。その例として、患者さんの急変や点滴の自己抜去が挙げられる。後者について、
そのほとんどはヒューマンエラーによって生じることであり、対策が行われているのにも関わら
ず、未だ頻繁に起きていること。そこで新たなプロダクト開発を通じ、その負担解消を試みた。

病院での「またか!」を減らす「点滴Mamoルート」
＜製品の写真・イラスト等＞


